
7　病因物質・原因施設別、月別食中毒発生状況

物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 物質 件 患者 件 患者

NV 9 156 NV 6 121 NV 4 44

C.p 1 60 寄ｱ 1 1

Camp 2 18

仕出し

そうざい

要許可

化学 1 22

届出対象外

寄ｱ 1 1

0 0

NV 1 36 1 36

0 0

寄ｱ 1 1

15 293 7 122 5 45 27 460

カンピロバクター 2 18

黄色ブドウ球菌

腸炎ビブリオ

ウエルシュ菌 1 60

セレウス菌

サルモネラ

腸管出血性大腸菌

毒素原性大腸菌

ボツリヌス菌

ノロウイルス 10 192 6 121 4 44

サポウイルス

A群ロタウイルス

アニサキス 1 1 1 1 1 1

シュードテラノーバ

クドア・セプテンプンクタータ

ウエステルマン肺吸虫

ヒスタミン 1 22

次亜塩素酸ナトリウム

植物性自然毒

動物性自然毒

0 0

15 293 7 122 5 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 460

不明

0

ウイルス

0自 然 毒

3 3

化学物質 221

35720

寄生虫

78

1 22

1 1

1 1

0 0

家庭

その他

3

不明

魚介類販売業

そうざい製造業

細菌

菓子製造業

8月

集団給食 届出

一般

9月

飲食店

注） NV（ノロウイルス）､Sapo（サポウイルス）、RVA（A群ロタウイルス）、C.p（ウエルシュ菌）、Camp（カンピロバクター）、Sta（黄色ブドウ球菌）、V.p(腸炎ビブリオ)、V.flu（ビブリオ・フルビアリス）、Sal(サルモネラ）、B.c（セレウス菌）、EHEC（腸管出血性大腸菌）、astA 保有大腸菌（耐熱性
毒素様毒素遺伝子（astA ）保有大腸菌）※、ETEC（毒素原性大腸菌）、Y.e（エルシニア・エンテロコリチカ）、S.Typhi（チフス菌）、S.p(Ａ群溶血性レンサ球菌)、C.botu（ボツリヌス菌）、寄ｱ（アニサキス）、寄ｼ（シュードテラノーバ）、寄ｸ（クドア・セプテンプンクタータ）、寄ｳ（ウエステルマン
肺吸虫）、化学（化学物質）、植物（植物性自然毒）、動物（動物性自然毒）、不（不明）　　※本菌の病原性については、いまだ十分に解明されていない。
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